
1945年7月16日午前5時半、米国アラモゴードでプルトニウム爆弾が炸裂し、この核実験で人類は恐るべきパンドラの箱を開けました。8月6日にウラン爆弾が広島に、9日にはプルトニウム爆弾が長崎に投下され、両市で一瞬のうちに数万人の市民が殺害され、年末までに20万人以上が死亡しました。あれから65年、今年5月に開かれたNPT（核兵器不拡散条約）再検討会議の最終報告書で、核兵器禁止条約の必要性が初めて唱われました。いかなる理由・目的にせよ、核兵器の使用は「人道に対する罪」であり、核抑止政策はそのような重大な罪を犯す計画を立て準備をしているという意味で、明らかに「平和に対する罪」という犯罪行為であるという認識が広島の平和運動の原点であり、被爆者のメッセージの中に常に込められている思いです。8月6日の平和記念式典には、初めて米国政府代表としてルース駐日大使が出席しますが、米国政府が犯した重大な犯罪に対する真摯な謝罪を私たちは要求します。
オバマ米国大統領は、核軍縮を提唱しながらも、この「核抑止力」をあくまでも維持することを表明。備蓄核弾頭の「寿命延長計画」を中心とする核兵器関連予算に今年度は約5千7百億円、来年度は6千3百億円をあてています。国防予算も、ブッシュ前政権時代をはるかに上回る63兆円が来年度要求額で、ノーベル平和賞を授与された大統領の下で、米国の軍事予算は史上最大額となっています。その上、アフガン戦争はパキスタンにまで拡大し、米兵の数は10万人を超えて戦況は泥沼化し、多くの市民が米軍無人爆撃機の無差別爆撃で殺傷されています。さらにオバマ大統領は、イスラエルの核保有・パレスチナ人とその支援者の殺害を黙認し、インドへの核技術輸出政策を一方でとりながら、イランへの強圧的外交で中東危機を煽っています。東アジアにおいても、核抑止が相変わらず米政府の基本戦略であり、これが北朝鮮問題を中心とするこの地域の政治不安定の根本原因の一つであることは明らかです。 

そのような米国に、沖縄・岩国をはじめ多くの市民の「基地はいらない」という強い声を、日本政府は、はっきりと伝えることができません。「予算仕分け」では、毎年約2千億円近い米軍への「思いやり予算」や防衛費（今年度約5兆円）については全く手を触れようともせず、日米安保体制という日本・アジア支配政策で市民に犠牲を強いるこれまでの政治経済構造を維持し続けようとしています。政・官・業の腐敗した長年にわたる癒着が原因である財政危機を口実に、菅内閣は、消費税引上げという、一般市民、とりわけ高齢者、母子家庭、非正規雇用者、障がい者などの経済的弱者をさらに窮乏化するような愚策しか打ち出していません。私たちにとって今最も必要なのは、この閉塞した日本社会を根本的に変革する政策であり、そのための基本的指針は憲法、特に前文、憲法第９条「戦争放棄・平和主義」と第２５条「健康で文化的な生活を営む権利」に明確に表現されています。誇るべきこの憲法の尊重と、憲法精神に基づいた真の政策変革を、私たちは政治家と官僚に強く要求していきましょう。 

さらに、核兵器製造につながる危険性をもつ原子力の利用、とりわけ六ケ所再処理工場の稼働、もんじゅ運転、プルサーマル導入によるプルトニウム利用の即時停止を私たちは求めます。また、美しい瀬戸内海の環境を破壊する中国電力による上関原発建設を中止させ、自然エネルギー源を利用する運動の力強いうねりを被爆地・広島からつくり出しましょう。同時に、経済利益を優先させるためには核兵器保有国でありNPT非加盟国であるインドへの原子力技術輸出も促進するという菅政府の態度に対して、私たちは強く抗議します。 

今年は「韓国併合」という日本による朝鮮植民地化の開始から百年目にあたります。しかし朝鮮に対する日本の圧迫は実際には1875年江華島への軍事攻撃から始まっており、その後長く（朝鮮人被爆者を含む）朝鮮民族への差別・搾取が行われ、様々な不義不正行為を日本人は行いました。今こそ、私たち日本市民と政府が、侵略と植民地支配の歴史を根本的に反省し、償い、新しい平和関係を構築する機会にしたいと願います。 

核兵器廃絶を達成するために最も必要なものは、非人道的行為を徹底的に否定する強い意志と、差別や暴力行為の被害者の痛みに対する深い倫理的想像力です。被爆者の体験から私たちが学んだことは、どんな状況下においても人間性を深く追求し続けることの大切さです。私たちは、「想像力を活かした人間性追求」を根本理念とする反戦・反核平和運動をこれからも続けていきましょう。
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